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が
増
え
た
。
自
由
に
使
え
る
政
策
予
算
が

乏
し
い
な
か
で
発
想
が
貧
困
に
な
り
、
だ

ん
だ
ん“
農
水
省
の
出
張
所
”の
よ
う
に
様

変
わ
り
し
て
き
た
。

　

昨
年
、
種
子
法
廃
止
の
背
景
や
道
の
種

子
条
例
制
定
に
向
け
た
動
き
を
７
回
に
わ

た
り
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
新
潟
、
兵
庫
、
埼

玉
に
続
く
形
で
条
例
の
検
討
作
業
が
本
格

化
し
た
夏
、「
他
県
の
後
塵
を
拝
し
た
…
」

と
の
大
見
出
し
を
付
け
た（
８
月
号
）。
す

る
と
、
担
当
課
長
氏
の
逆
鱗
に
触
れ
、「
後

塵
を
拝
し
て
な
ん
か
い
ま
せ
ん
よ
！
」と

の
抗
議
を
受
け
た
。

　

条
例
素
案
の
対
象
作
物
は
、
種
子
法
に

あ
っ
た
稲
・
麦
類
・
大
豆
に
、
雑
豆（
小

豆
、
イ
ン
ゲ
ン
、
エ
ン
ド
ウ
）と
ソ
バ
を

加
え
た
。
し
か
し
、
追
加
さ
れ
た
雑
豆
と

ソ
バ
は
、
補
助
金
絡
み
で
策
定
済
み
の
要

綱
を
転
写
し
た
だ
け
の
も
の
。
大
豆
の
作

付
面
積
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
多
い
バ
レ

イ
シ
ョ
や
ビ
ー
ト
、
飼
料
作
物
は
除
外
さ

れ
る
一
方
で
、
全
道
で
４
２
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
す
ぎ
な
い
エ
ン
ド
ウ
が
対
象
に
な
っ

た
。
整
合
性
が
ま
る
で
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

条
例
制
定
の
意
欲
は
評
価
す
る
が
、
対

象
作
物
に
地
域
性
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

の
だ
。
在
来
種
や
地
域
限
定
品
種
の
保
護
、

自
家
採
種
の
権
利
に
も
言
及
が
な
く
、
将

来
の
本
道
農
業
を
ど
う
す
る
の
か
、
高
橋

道
政
の
哲
学
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

　

道
民
と
の
合
意
形
成
も
不
十
分
な
ま

ま
だ
。「
北
海
道
た
ね
の
会
」は
昨
年
11
月
、

素
案
に
対
す
る
疑
問
点
を
ま
と
め
た
公
開

質
問
状
を
道
農
政
部
に
提
出
し
、
代
表
者

が
道
側
の
説
明
を
聴
取
し
た
。
そ
れ
か
ら

２
カ
月
余
り
経
つ
が
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
対
す
る
回
答
の
な
か
で
触
れ
た
」

な
ど
を
理
由
に
、
未
だ
文
書
回
答
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
一
昔
前
の
道
庁
な
ら
ば
、

こ
ん
な
不
誠
実
な
道
民
対
応
は
し
な
か
っ

た
。
劣
化
し
た
な
、
と
思
う
。

　

新
た
な
種
子
条
例
は
２
月
15
日
か
ら
の

道
議
会
に
上
程
さ
れ
成
立
す
る
見
通
し
だ

が
、
高
橋
知
事
は
魂
の
入
ら
な
い
条
例
を

制
定
し
、
道
庁
を
去
る
こ
と
に
な
る
。

　

農
業
県
の
長
野
で
は
今
、
６
月
議
会
に

種
子
条
例
を
上
程
す
べ
く
準
備
中
だ
。
種

子
法
の
対
象
だ
っ
た
稲
・
麦
類
・
大
豆
に

加
え
、
ソ
バ
と
県
認
定
の「
信
州
の
伝
統

野
菜（
76
種
類
）」を
対
象
に
す
る
方
針
と

い
う（
２
月
２
日
付
け『
日
本
農
業
新
聞
』）。

食
料
供
給
基
地
を
自
認
し
て
き
た
北
海
道

だ
っ
た
が
、
在
来
種
の
保
護
な
ど
を
盛
り

込
む
こ
と
な
く
、
や
は
り
他
県
の
後
塵
を

拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
滝
川
さ
ん
、
農
政
部
が
自
由
に
使
え
る

予
算
が
ど
れ
く
ら
い
か
知
っ
て
る
か
？
」

「
金
額
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
そ
う
多
く

な
い
で
し
ょ
」

「
２
、
３
千
万
円
し
か
な
い
ん
だ
よ
」

　

あ
る
道
庁
幹
部
と
以
前
、
こ
ん
な
会
話

を
交
わ
し
た
こ
と
を
思
い
だ
す
。

　

就
任
か
ら
間
も
な
い
高
橋
知
事
は
、
道

財
政
の
逼
迫
を
受
け
て
職
員
給
与
や
人
員

の
削
減
、
政
策
予
算
の
減
額
な
ど
に
乗
り

だ
す
。
そ
れ
は
10
年
余
り
に
及
ん
だ
。

　

道
幹
部
Ｏ
Ｂ
の
一
人
が
こ
う
分
析
す
る
。

「（
堀
道
政
ま
で
は
）道
費
単
独
で
モ
デ
ル

事
業
化
し
た
独
自
施
策
を
国
が
取
り
入
れ

る
形
で
や
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
政
策
予

算
が
減
ら
さ
れ
、
深
夜
ま
で
働
い
て
独
自

予
算
を
企
画
し
て
も
、
財
政
課
に
つ
ぶ
さ

れ
る
。
職
員
は
や
る
気
を
喪
失
し
、
予
算
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高
橋
は
る
み
知
事
が
こ
の
４
月
、
16
年
の
長
き
に
お
よ
ん
だ

知
事
の
座
を
降
り
る
。
２
０
０
３
年
の
初
当
選
後
、
道
財
政

が
逼
迫
す
る
な
か
人
件
費
の
削
減
を
図
り
、
道
の
政
策
予
算

を
大
き
く
減
額
さ
せ
る
な
か
で
、
農
業
関
連
事
業
の
縮
小
も

進
ん
だ
。
乏
し
い
予
算
に
職
員
た
ち
の
士
気
は
下
が
り
、
悪

循
環
が
続
く
。
前
半
は
遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）作
物
の
規

制
条
例
な
ど
を
制
定
し
、
米
や
小
麦
の
道
産
比
率
を
高
め
る

施
策
が
ヒ
ッ
ト
。
し
か
し
後
半
は
、
政
府
の
北
海
道
出
張
所

の
よ
う
な
傾
向
が
強
ま
る
な
か
、
筆
者
が
取
材
テ
ー
マ
に
し

た
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）や
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア（
家
畜
福
祉
）、
有
機
農
業
、
産
業
用
大
麻（
ヘ
ン
プ
）の
推

進
な
ど
の
課
題
に
も
前
進
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
高
橋
農

政
に
対
し
、
独
断
と
偏
見
の
通
信
簿
を
付
け
て
み
る
と
─
─
。

　

こ
の
連
載
を
始
め
た
の
は
、
高
橋
は
る

み
知
事
が
初
当
選
す
る
前
年（
２
０
０
２

年
）夏
の
こ
と
。
狂
牛
病（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）の
日

本
上
陸
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
講

じ
ら
れ
た
こ
ろ
だ
。「
酪
農
・
畜
産
王
国
」

の
北
海
道
か
ら
食
の
安
全
・
安
心
対
策
が

立
案
・
発
信
さ
れ
、
そ
れ
を
農
林
水
産
省

な
ど
が
政
策
化
す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

当
時
、
道
農
政
部
の
担
当
職
員
た
ち
の
仕

事
ぶ
り
を
見
な
が
ら
、
公
僕
と
し
て
の
使

命
感
や
活
気
を
感
じ
た
も
の
だ
。

　

20
年
近
く
、
時
お
り
道
庁
界
隈
に
出
没

し
、「
農
と
食
」関
連
の
取
材
を
続
け
て
き

た
筆
者
は
最
近
、「
農
政
部
の
幹
部
職
員
も

小
粒
に
な
っ
た
な
ぁ
～
」と
感
じ
る
場
面

政
策
予
算
を
減
ら
さ
れ
小
粒
に
…

他
県
の
後
塵
を
拝
し
た
種
子
条
例

▲市民団体主催の種子条例をめぐる意見交換会で答
える道の担当者（昨年 10月）

◀産業用大麻の試験栽培をめぐり筆者が情報公開請
求すると、黒塗りだらけの文書が開示された

哲
学
も
予
算
も
な
く
萎
縮
し
た
政
策

功
罪
相
半
ば
も
合
格
点
に
遠
い
点
数

遺伝子組み換え（ＧＭ）作物規制条例の制定に先立って道が設置した検討会では、研究機関による開放系での栽培試験などをめぐる議論が交わ
された。農政部は当初、栽培の全面中止を追求したが、経済界などの反発に遭い「交雑防止」を主眼にした条例づくりを進めた（2004 年 10 月
撮影）

経
済
部
に
偏
重
し
た
幹
部
の
人
事

バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
Ｇ
Ｍ
条
例
制
定
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ソ
ン
な
ど
も『
麦
チ
ェ
ン
』マ
ー
ク
の
パ
ン

を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
は
、

菓
子
向
け
な
ど
の
展
開
に
挑
戦
す
る
一
方
、

ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
な
ど
に
適
し
た
薄
力

系
品
種
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
」（
道
農

政
部
食
品
政
策
課
）

　

米
と
小
麦
を
道
産
へ
と
転
換
し
て
い
く

取
り
組
み
は
、
高
橋
道
政
の
数
少
な
い

ヒ
ッ
ト
施
策
だ
っ
た
と
評
価
し
て
お
こ
う
。

　

16
年
以
降
、
知
事
が
力
を
入
れ
て
き
た

施
策
に「
食
の
輸
出
拡
大
戦
略
」が
あ
る
。

今
年
か
ら
５
年
間
は
第
２
期
と
し
て
位
置

づ
け
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
米
国
、

ロ
シ
ア
な
ど
を
重
点
国
・
地
域
と
し
て
、

本
道
の
農
畜
産
物（
加
工
品
を
含
む
）や
水

産
物（
同
）、
そ
の
他
加
工
品
合
わ
せ
て
１

５
０
０
億
円
の
道
産
食
品
輸
出
額
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。

「
各
国
で
和
食
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
道
産

米
な
ど
の
品
質
の
良
さ
が
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
農
産
物
の
出
来
は
天
候
に
左

右
さ
れ
る
が
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
な

か
で
、
将
来
の
販
路
を
創
る
こ
と
が
大
事
。

国
内
需
要
を
我
慢
し
て
輸
出
と
は
な
ら
な

い
が
、
国
内
よ
り
高
価
格
な
品
目
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」（
道
食
品
政
策
課
）

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
称
し
て
、
知
事
自

身
も
海
外
に
出
向
く
機
会
が
多
い
が
、
批

判
の
声
も
あ
る
。
道
関
係
者
の
一
人
は
、

「
安
倍
首
相
の
外
遊
と
同
じ
で
、
や
っ
て

い
る
振
り
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

知
事
自
身
が
考
え
方
を
持
っ
て
リ
ー
ド
し

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
世
間
の
ム
ー
ド
に

身
を
任
せ
て
い
る
だ
け
。
成
果
は
上
が
っ

て
お
ら
ず
、
道
議
会
で
指
摘
を
受
け
た
こ

と
も
あ
る
。
輸
出
額
あ
り
き
で
、
地
域
や

生
産
者
に
ど
れ
だ
け
還
元
さ
れ
て
い
る
の

か
。
成
功
例
は
十
勝
川
西
ナ
ガ
イ
モ
だ
が
、

規
格
外
の
も
の
に
着
目
し
、
20
年
ほ
ど
費

や
し
て
軌
道
に
乗
せ
、
農
家
の
所
得
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
た
。
道
産
米
に
は
一
定
の
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
他
の
作
物
に
な

る
と
疑
問
だ
よ
」と
手
き
び
し
い
。

　

道
産
食
品
の
輸
出
目
標
額
の
７
割
強
は

が
な
い
の
で
国
費
に
依
存
し
陳
情
行
政
に

な
っ
て
し
ま
う
。
就
任
当
時
、
２
万
人
い

た
知
事
部
局
の
職
員
は
１
・
２
万
人
に
減

り
、
職
員
構
成
が
い
び
つ
に
な
っ
た
。
ホ

ク
レ
ン
な
ど
経
済
団
体
の
職
員
は
同
じ
分

野
で
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
く
が
、

道
庁
に
は
そ
こ
が
欠
け
て
い
る
…
」

　

知
事
は
経
済
部
出
身
者
に
偏
重
し
た
幹

部
人
事
を
行
な
い
、
農
政
部
生
え
抜
き
の

副
知
事
は
一
期
目
の
麻
田
信
二
氏（
04
～

06
年
）が
最
後
。
農
業
関
連
の
意
見
が
知

事
に
届
き
に
く
く
な
り
、
職
員
も
小
粒
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
側
面
は
あ
る
。

　

一
期
目
の「
農
と
食
」関
連
施
策
で
特
筆

で
き
る
の
は
、
食
の
安
全
・
安
心
条
例
と

遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）作
物
規
制
条
例

の
制
定
だ
ろ
う
。

　

04
年
、
道
は
Ｇ
Ｍ
作
物
の
栽
培
中
止
を

求
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
研
究

機
関
に
よ
る
開
放
系
で
の
栽
培
試
験
の
実

施
条
件
を
め
ぐ
る
検
討
会
を
設
置
。
そ
の

一
方
で
、
空
知
管
内
長
沼
町
の
農
家
に
よ

る
Ｇ
Ｍ
大
豆
栽
培
計
画
が
浮
上
す
る
な
ど
、

こ
の
問
題
で
大
揺
れ
の
年
だ
っ
た
。
曲
折

の
末
、
翌
05
年
に
Ｇ
Ｍ
条
例
が
制
定
さ
れ

る
。
交
雑
防
止
を
主
目
的
に
、「
一
般
栽
培

は
許
可
制
」「
研
究
機
関
の
試
験
栽
培
は
届

け
出
制
」と
の
規
制
措
置
を
盛
っ
た
。

「
あ
の
こ
ろ
庁
内
外
に
は
、『
な
ぜ
規
制
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？
』と
い
う
空
気

が
強
く
、
高
橋
知
事
も
消
極
的
だ
っ
た
。

し
か
し
、
古
巣
の
経
産
省
の
原
子
力
安

全
・
保
安
院
か
ら
知
事
室
に
連
れ
て
き
た

参
事
が『
こ
れ
か
ら
は
消
費
者
の
支
持
層

を
掴
ま
な
け
れ
ば
駄
目
だ
』と
知
事
に
進

言
し
た
。
こ
の
人
が
い
な
け
れ
ば
知
事
は

条
例
制
定
ま
で
踏
み
込
め
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
自
民
党
の
重
鎮
道
議
ら
が
規
制
路

線
に
走
り
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
」

　

と
、
当
時
の
関
係
者
の
一
人
が
明
か
す
。

　

こ
の
連
載
で
筆
者
は
、「
知
事
は
お
嬢
様

育
ち
の
元
経
済
官
僚
。
農
業
の
こ
と
は
全

く
の
素
人
…
」と
皮
肉
っ
て
き
た
が
、
別

の
道
幹
部
Ｏ
Ｂ
は
こ
う
評
す
る
。

「
当
初
は
落
下
傘
知
事
で
、
ど
の
農
政
部

職
員
か
ら
も
遠
い
存
在
だ
っ
た
が
、
道
内

経
済
の
活
性
化
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
農

業
に
対
す
る
関
心
は
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｍ
条
例

に
し
て
も
、『
試
験
研
究
は
進
め
る
。
本
道

農
業
は
守
る
』と
の
ス
タ
ン
ス
で
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
に
よ
っ
て
制
定
を
判
断
し
た
こ

と
が
一
番
の
特
徴
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ

の
後
の
時
代
の
動
き
の
な
か
で（
Ｇ
Ｍ
条

例
の
精
神
を
）リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
面
は

欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

　

筆
者
は
当
時
、
生
産
農
家
と
研
究
機
関

に
よ
っ
て
異
な
る
Ｇ
Ｍ
栽
培
規
制
を
盛
り

込
む
方
針
に
反
発
し
、
誌
面
で
批
判
し
た
。

だ
が
、
交
雑
防
止
の
き
び
し
い
対
応
が
功

を
奏
し
、
こ
れ
ま
で
に
新
規
の
栽
培
申
請

は
な
く
、
実
効
性
は
担
保
さ
れ
た
。
今
は
、

Ｇ
Ｍ
作
物
よ
り
ゲ
ノ
ム
編
集
の
ほ
う
が
問

題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　

前
出
の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
05
年
、
高

橋
知
事
は
道
産
米
の
販
売
・
消
費
割
合
を

拡
大
し
て
い
く「
米
チ
ェ
ン
」の
Ｃ
Ｍ
出
演

を
始
め
た
。「
選
挙
目
当
て
で
は
な
い
か
」

と
の
批
判
も
あ
っ
た
が
、
農
業
試
験
場
関

係
者
ら
に
よ
る
努
力
が
実
り
、「
な
な
つ
ぼ

し
」「
ゆ
め
ぴ
り
か
」と
い
っ
た
新
品
種
が

道
産
志
向
へ「
米
・
麦
チ
ェ
ン
」

成
果
が
乏
し
い
食
品
の
輸
出
戦
略

ホ
タ
テ
な
ど
海
産
物
で
占
め
、
農
畜
産
物

関
係
は
１
割
以
下
の
１
２
５
億
円
。
輸
出

の
試
み
自
体
は
結
構
だ
が
、
生
産
現
場

あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
本
末
転
倒
に
な
る
。
次
期
知
事
に
は
、

施
策
の
検
証
・
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

　

本
連
載
で
何
度
も
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ

に
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家
畜
福

祉
・
Ａ
Ｗ
）や
有
機
農
業
、
産
業
用
大
麻

の
可
能
性
な
ど
が
あ
る
。
高
橋
道
政
で
は
、

い
ず
れ
も
大
き
な
進
展
は
な
か
っ
た
。

　

全
国
の
約
６
割
に
あ
た
る
乳
牛
が
飼
養

さ
れ
て
い
る「
酪
農
王
国
・
北
海
道
」で

は
、
年
を
追
っ
て
経
営
規
模
の
拡
大
が
進

む
。
そ
の
一
方
で
、
高
度
化
し
た
個
体
改

良（
改
変
）や
大
量
の
濃
厚
飼
料
を
与
え
生

産
効
率
を
重
視
し
た
飼
育
管
理
な
ど
の
結

果
、
牛
た
ち
に
苦
痛
を
強
い
、
個
体
の
短

命
化
も
招
い
て
い
る
。

　

集
約
畜
産
の
あ
り
方
に
対
す
る
反
省
を

踏
ま
え
、
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）は
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
法
令
整
備
を
進

め
、
畜
産
物
の
輸
出
戦
略
に
も
結
び
つ

け
て
き
た
。
こ
う
し
て
急
速
に“
畜
産
革

命
”が
進
む
海
外
と
は
対
照
的
に
、
日
本

で
は
Ａ
Ｗ
の
認
知
度
が
低
く
、
消
費
者
や

流
通
・
販
売
関
係
者
な
ど
の
関
心
も
広
が

り
が
見
ら
れ
な
い
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
食
材
対
応
を

迫
ら
れ
た
農
水
省
は
、
過
去
に
外
郭
団
体

が
作
成
し
た
Ａ
Ｗ
指
針
を
都
道
府
県
に
伝

達
し
、
普
及
に
乗
り
だ
す
体
た
ら
く
。
高

橋
知
事
が
Ａ
Ｗ
に
言
及
し
た
、
と
い
う
話

も
聞
か
な
い
。

　

筆
者
は
10
数
年
前
、
道
の
Ａ
Ｗ
取
り
組

み
方
針
を
畜
産
担
当
者
に
取
材
し
た
と
こ

ろ
、「
お
答
え
出
来
な
い
。（
動
物
愛
護
部
署

の
環
境
生
活
部
が
入
る
）12
階
で
聞
い
て

く
れ
」と
の
答
え
が
返
り
、
激
怒
し
た
こ

と
が
あ
る
。
今
は
、
そ
ん
な
無
責
任
な
職

員
は
い
な
く
な
っ
た
。
真
面
目
な
志
を
持

有機栽培米の収穫風景。担い手の有機ＪＡＳ認証農家は減
少傾向にあり前途多難（当麻町内で）

規格外のナガイモに着目し、20 年かけて海外輸出の道を
軌道に乗せた川西農協の選果施設（帯広市内で）

「麦チェン」をきっかけに道産小麦への転換が進んだ。小麦サ
ミットや畑をめぐる企画も続いている（15年７月、芽室町内で）

答弁中の高橋はるみ知事。「道議会はま
るで学芸会」（片山善博・元鳥取県知事）
と揶揄された事前の答弁調整のため、
知事の本音が語られる場面は少ない

デ
ビ
ュ
ー
し
た
時
期
で
あ
り
、「
米
チ
ェ

ン
」は
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
。

　

２
匹
目
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
狙
い
、
道
内
で

加
工
・
消
費
さ
れ
る
小
麦
を
外
国
産
か
ら

道
産
へ
と
転
換
し
て
い
く「
麦
チ
ェ
ン
」が
、

09
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
本
連
載
で
も
５

回
に
わ
た
り「
麦
チ
ェ
ン
の
課
題
」を
レ

ポ
ー
ト
し
た
。

　

07
年
度
に
31
％
だ
っ
た
道
民
の
小
麦
の

需
要
量
に
対
す
る
道
内
で
製
粉
し
た
道
産

小
麦
の
割
合（
麦
チ
ェ
ン
率
）を
10
年
後
に

50
％
に
す
る
目
標
は
、
16
年
度
に
達
成
。

「
麦
チ
ェ
ン
」サ
ポ
ー
タ
ー
店
も
現
在
、
４

１
５
店
舗
に
増
え
て
い
る
。

「
当
初
の
こ
ろ
は
、
江
別
製
粉
が
少
ロ
ッ

ト
の
製
粉
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
試
験
場

は
パ
ン
用
小
麦
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
初

冬
ま
き
の
栽
培
技
術
も
普
及
し
て
き
た
時

期
。
今
で
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
や
ロ
ー

動
き
が
鈍
い「
家
畜
福
祉
」の
施
策

拡
大
の
展
望
に
欠
け
る
有
機
農
業
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“ 農と食 ”
北の大地から

　

永
田
町
や
霞
が
関
を
耕
す
農
政
で
は
な

く
、
生
産
者
に
寄
り
添
い
、
安
全
・
安
心

な
食
べ
も
の
を
消
費
者
に
届
け
る
農
政
の

基
本
に
戻
ろ
う
と
の
意
見
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、「
米
・
麦
チ
ェ
ン
」と
食
の
安

全
・
安
心
条
例
や
Ｇ
Ｍ
条
例
の
制
定
に
は

合
格
点
を
付
け
た
い
が
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
応
、
産
業
用
大
麻

の
可
能
性
の
検
討
な
ど
に
は
疑
問
を
覚
え

る
。
功
罪
相
半
ば
す
る
高
橋
は
る
み
農
政

16
年
に
対
す
る
通
信
簿
は
、
50
～
60
点
と

い
う
と
こ
ろ
か
。
合
格
点
に
は
ほ
ど
遠
く
、

４
月
に
選
ば
れ
る
次
の
知
事
に
多
く
の
課

題
を
託
す
こ
と
に
な
る
。

つ
人
も
多
い
が
、
ま
だ
及
第
点
に
は
到
達

し
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。
関
係
職
員
に

は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
う
。

　

高
橋
知
事
が
初
当
選
し
た
こ
ろ
、
庁
内

に
有
機
農
業
の
担
当
部
署
は
な
く
、
ど
の

町
で
、
誰
が「
有
機
」に
取
り
組
ん
で
い
る

か
の
基
礎
デ
ー
タ
す
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ

に“
勇
気
農
業
”だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
数

年
後
、
道
は
有
機
農
業
の
推
進
に
舵
を
切

り
、「
食
の
安
全
・
安
心
条
例
」が
そ
の
拠

り
所
に
な
っ
た
。
06
年
に
は
議
員
立
法
に

よ
り
推
進
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

道
は「
推
進
計
画
」を
策
定
し
、
有
機
農
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
11
年
に
３
５
５
戸
あ
っ
た
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
農
家
は
15
年
に
２
７
４
戸

ま
で
減
少
し
た
。
収
量
が
少
な
く
、
コ
ス

ト
に
見
合
う
価
格
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
が

農
家
数
が
増
え
な
い
理
由
と
い
う
。
次
の

世
代
に
継
承
で
き
な
い
農
場
も
あ
る
だ
け

に
、
戸
数
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
る
将
来

展
望
は
描
け
な
い
。「
有
機
農
業
の
島
」と

し
て
本
道
か
ら
発
信
で
き
る
か
、
次
の
知

事
と
関
係
職
員
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
。

　

先
月
号
で
レ
ポ
ー
ト
し
た
、
産
業
用
大

麻（
ヘ
ン
プ
）の
可
能
性
検
討
会
を
め
ぐ
る

顛
末
も
、
栽
培
の
規
制
強
化
に
走
る
厚
生

労
働
省
に
対
し
て
正
面
か
ら
問
題
提
起
で

き
な
い
高
橋
道
政
の
限
界
性
を
露
呈
し
た

も
の
だ
。
ど
ん
な
作
物
で
あ
れ
、
生
産
現

場
に
寄
り
添
い
つ
つ
、
販
売
・
消
費
ニ
ー

ズ
の
可
能
性
を
探
る
─
─
そ
の
な
か
で
し

か
本
道
農
業
の
将
来
像
は
描
け
な
い
。

「
知
事
公
約
に『
産
業
用
大
麻
の
栽
培
に
取

り
組
む
』を
掲
げ
た
の
だ
か
ら
、
ポ
ー
ズ

だ
け
で
な
く
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
ほ
し

か
っ
た
。
農
政
部
は
来
年
度
以
降
も
、
き

ち
ん
と
対
応
で
き
る
窓
口
を
持
続
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
北
海
道
産
業
用
大
麻

可
能
性
検
討
会
の
松
井
博
和
座
長
）

　

と
い
う
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
次
の
知
事

に
継
承
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　

再
び
道
庁
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
話
に
戻
ろ
う
。

「（
米
チ
ェ
ン
で
）道
産
米
の
評
価
が
高
ま

り
、
道
内
使
用
率
も
向
上
し
た
。
道
営
競

馬
は
黒
字
化
し
て
再
建
に
成
功
し
、
Ｇ
Ｍ

条
例
や
有
機
農
業
な
ど
先
導
的
な
施
策
も

登
場
し
た
。
職
員
た
ち
も
、
そ
う
し
た
経

験
を
今
後
の
仕
事
に
生
か
し
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
」

　

と
、
一
人
が
評
価
し
た
。
別
の
人
物
は
、

次
の
よ
う
な
厳
し
い
指
摘
を
加
え
る
。

「
高
橋
道
政
は
北
海
道
に
と
っ
て“
失
わ
れ

た
16
年
”だ
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）対
応
で
は
、
専
任
職
員
を
東
京

に
派
遣
し
、
農
業
団
体
と
と
も
に
自
民
党

筋
か
ら
の
情
報
を
集
め
た
が
、
途
中
か
ら

条
件
闘
争
に
な
っ
た
。（
現
農
水
大
臣
の
）

吉
川
貴
盛
衆
議
院
議
員
が
担
当
副
知
事
を

呼
び
、（
反
対
姿
勢
が
強
い
）Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
を
説
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
聞
く
。

そ
れ
を
機
に
道
と
農
業
団
体
の
関
係
が
悪

化
し
、
今
も
尾
を
引
い
て
い
る
。
カ
ネ
で

解
決
し
、
そ
の
見
返
り
に
票
を
差
し
出
す

よ
う
な
や
り
方
を
く
り
返
す
と
、
政
治
家

と
農
業
団
体
、
農
家
の
自
助
努
力
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
北
海

道
農
業
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
」

民間団体によるアニマルウェルフェア（家畜福祉）の催しが各地で開かれ
ているが、道みずから学習の場を設ける動きは鈍いままだ

試験栽培中のヘンプほ場（2014 年夏、東川町内で）。栽培に向けた取り
組みを知事公約に盛ったが、厚労省の規制強化の前に腰砕けになった

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

永
田
町
や
霞
が
関
を
耕
す
農
政
を

脱
却
す
る
こ
と
が
北
海
道
の
課
題


